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ォ
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ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
写
真
家
）

▼
出
会
い
と
注
目

コ
ロ
ナ
禍
で
社
会
が
沈
静

化
し
て
い
る
な
か
、
今
年
も

春
が
来
た
。
東
京
で
は
桜
も

散
り
始
め
た
。
こ
の
原
稿

は
、
筆
者
の
暮
ら
す
千
葉
県

の
Ｊ
Ｒ
外
房
線
の
電
車
の
中

で
書
き
始
め
た
。
向
か
い
の

座
席
に
は
、
制
服
を
着
た
女

子
高
校
生
の
二
人
ず
れ
。
そ

の
隣
に
は
中
年
の
小
母
さ

ん
。
そ
の
隣
に
も
別
の
高
校

の
女
子
高
校
生
が
二
人
。
二

人
組
は
語
り
あ
い
、
一
人
の

小
母
さ
ん
は
ケ
ー
タ
イ
を
じ

っ
と
読
ん
で
い
る
。
た
ま
た

ま
乗
り
合
わ
せ
た
こ
の
５
人

は
、
日
本
人
の
な
か
で
も
、

日
本
の
標
準
や
常
識
を
気
に

す
る
人
た
ち
か
も
し
れ
な

い
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
エ

バ
レ
ッ
ト
・
ケ
ネ
デ
ィ
・
ブ

ラ
ウ
ン
（
１
９
５
９
年
～
）

氏
と
は
対
極
に
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。
こ
の
こ
と
を
電
車

の
な
か
で
気
が
付
い
た
の

で
、
あ
え
て
書
き
留
め
た
。

エ
バ
レ
ッ
ト
は
、
ア
メ
リ

カ
人
で
、
縁
あ
っ
て
日
本
に

30
年
以
上
住
ん
で
い
る
写
真

家
で
あ
る
。
筆
者
の
住
む
千

葉
県
い
す
み
市
岬
町
と
い
う

太
平
洋
に
面
し
た
風
光
明
媚

な
街
に
、「
ブ
ラ
ウ
ン
ズ
フ

ィ
ー
ル
ド
」
と
名
付
け
た
、

自
然
に
根
差
し
た
生
活
拠
点

を
も
っ
て
い
る
。
そ
こ
は
九

十
九
里
海
岸
の
南
端
で
町
名

の
よ
う
に
、
灯
台
の
あ
る
太

東
埼
と
い
う
岬
が
あ
り
、
そ

の
東
方
の
対
岸
が
ア
メ
リ
カ

で
あ
る
。
エ
バ
レ
ッ
ト
は
、

対
岸
の
ア
メ
リ
カ
に
心
を
馳

せ
て
は
い
な
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
筆
者
は
旋
回
す
る
灯

台
の
光
が
、
な
に
か
生
き
る

導
き
を
与
え
て
く
れ
る
の
で

は
と
、
30
年
ほ
ど
前
に
こ
の

地
に
引
っ
越
し
て
き
た
。

エ
バ
レ
ッ
ト
は
、
ア
メ
リ

カ
の
大
学
を
卒
業
し
て
間
も

な
く
日
本
に
や
っ
て
き
た
。

そ
れ
に
は
、
逸
話
が
あ
る
。

そ
の
旅
立
ち
の
前
日
に
、
あ

る
日
本
人
（
在
米
の
尼
さ

ん
）
に
、「
東
京
に
行
く
前

に
、
ま
ず
地
方
の
海
辺
の
町

に
行
き
な
さ
い
。」
と
、
い

わ
れ
た
と
い
う
。
そ
れ
で
、

エ
バ
レ
ッ
ト
は
、
日
本
に
来

て
す
ぐ
に
青
森
県
の
下
北
半

島
に
行
っ
た
。
そ
こ
は
、
恐

山
の
地
で
あ
り
、
野
宿
し
て

い
る
と
、
地
元
の
小
母
さ
ん

が
、
パ
ン
と
牛
乳
を
く
れ
、

助
け
て
く
れ
た
。
そ
し
て
、

翌
日
か
ら
恐
山
の
地
に
、
老

婆
た
ち
と
東
京
で
は
得
ら
れ

な
い
強
烈
な
１
週
間
の
体
験

を
し
た
。

▼
「
ガ
イ
ジ
ン
」
に
よ
る

　
日
本
の
観
察

こ
の
映
画
の
様
な
ス
ト
リ

ー
が
、
そ
の
後
の
彼
の
日
本

滞
在
を
脚
色
し
た
。
エ
バ
レ

ッ
ト
の
以
前
に
、
い
わ
ゆ
る

ガ
イ
ジ
ン
が
日
本
を
訪
ね
、

旅
し
住
み
、
そ
の
目
を
通
し

て
観
察
し
、
自
国
は
じ
め
諸

外
国
に
日
本
を
紹
介
し
て
話

題
に
し
た
人
は
多
い
。

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン

ツ
・
バ
ル
タ
ザ
ー
ル
・
フ
ォ

ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
（
１
７
９

６
～
１
８
６
６
）、
イ
ザ
ベ

ラ
・
ル
ー
シ
ー
・
バ
ー
ド

（
１
８
３
１
～
１
９
０
４
）

な
ど
は
、
明
治
初
期
の
日
本

を
伝
え
た
。

パ
ト
リ
ッ
ク
・
ラ
フ
カ
デ

ィ
オ
・
ハ
ー
ン
（
小
泉
八

雲
、
１
８
５
０
～
１
９
０

４
）、
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン

（
１
９
２
２
～
２
０
１
９
）

な
ど
は
、
文
学
的
に
日
本
人

を
シ
ゲ
キ
し
た
。

写
真
家
、
ハ
ー
バ
ー
ド
・

ポ
ン
テ
イ
ン
グ
（
１
８
７
０

～
１
９
３
５
）
は
、
１
９
１

０
年
に
、〝In Lotus-Land 

Japan

〟（
和
訳
名
『
こ
の
世

の
楽
園 

日
本
』）
と
題
す
る

本
を
ロ
ン
ド
ン
で
発
行
し

た
。
明
治
の
日
本
の
自
然
や

暮
ら
し
の
様
子
が
、
精
細
な

写
真
と
と
も
に
、
適
切
な
解

説
で
綴
ら
れ
て
い
る
。
章
立

て
を
記
す
と
、
東
京
湾
、
京

都
の
寺
、
京
都
の
名
工
、
保

津
川
の
急
流
、
阿
蘓
山
と
浅

間
山
、
精
進
湖
と
富
士
山

麓
、
富
士
登
山
、
日
本
の
婦

人
に
つ
い
て
、
鎌
倉
と
江
の

島
、
江
浦
湾
と
宮
島
、
で
あ

る
。こ

う
し
た
多
面
的
な
切
り

口
は
エ
バ
レ
ッ
ト
の
活
動
や

視
点
と
重
な
る
面
が
あ
る

が
、
エ
バ
レ
ッ
ト
は
日
本
や

日
本
人
の
伝
統
に
立
脚
し
、

現
代
の
写
真
家
と
し
て
独
自

な
エ
フ
ェ
ク
ト
を
与
え
て
い

る
。

▼
ブ
ラ
ウ
ン
ズ
フ
ィ
ー
ル
ド

前
述
の
よ
う
に
、
筆
者
は

エ
バ
レ
ッ
ト
と
同
様
に
、
Ｊ

Ｒ
外
房
線
の
岬
町
に
住
ん
で

い
る
。
海
に
面
し
、
川
が
流

れ
、
里
山
が
あ
る
。
そ
の
地

は
、
か
つ
て
は
別
荘
地
で
も

あ
っ
た
。
森
鴎
外
、
林
芙
美

子
、
宮
本
百
合
子
な
ど
も
訪

ね
小
説
に
も
著
わ
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
実
業
家
の
梅
屋
庄

吉
の
別
荘
も
あ
り
蒋
介
石
ほ

か
Ｖ
Ｉ
Ｐ
の
来
訪
し
石
碑
も

残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
著

名
な
大
学
人
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ン
な
ど
の
ガ
イ
ジ
ン
も
住
ん

で
い
る
。

エ
バ
レ
ッ
ト
・
ケ
ネ
デ

ィ
・
ブ
ラ
ウ
ン
は
、
ワ
シ
ン

ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
出
身
、
１
９
８

８
年
以
来
に
日
本
在
住
で
あ

る
。
筆
者
が
彼
と
出
会
っ
た

の
は
、
彼
が
50
歳
く
ら
い
で

あ
っ
た
。
岬
町
に
住
む
あ
る

知
人
に
連
れ
ら
れ
て
、
エ

コ
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
と
も
な
ぞ

ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
「
ブ

ラ
ウ
ン
ズ
フ
ィ
ー
ル
ド
」
を

訪
ね
た
。

そ
の
施
設
は
、
エ
バ
レ
ッ

ト
・
ブ
ラ
ウ
ン
が
、
マ
ク
ロ

ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料
理
研
究
家

の
中
島
デ
コ
と
共
同
で
、
２

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
＆
カ
フ
ェ

は
、
中
島
デ
コ
の
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
で
、
メ
ニ
ュ
ー
は
マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
に
特
化

し
、
コ
ー
ヒ
ー
も
紅
茶
も
無

農
薬
由
来
で
あ
る
。
皿
や
カ

ッ
プ
も
施
設
内
の
陶
芸
釜
で

焼
か
れ
た
も
の
。
手
元
に
当

時
の
本
が
あ
る
。『
房
総
Ｌ

Ｉ
Ｆ
Ｅ
』（
２
０
０
９
年
春

号
）
で
、「
風
が
駆
け
抜
け

る
小
さ
な
村　

中
島
デ
コ
と

エ
バ
レ
ッ
ト
さ
ん
の
家　

ブ

ラ
ウ
ン
ズ
フ
ィ
ー
ル
ド
へ
」

と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

エ
バ
レ
ッ
ト
は
、
古
民
家

の
粋
を
残
し
宿
泊
＆
厨
房
と

し
た
「
慈
慈
の
邸
」（
じ
じ

の
い
え
）
を
詳
し
く
案
内
し

て
く
れ
た
。
彼
の
澄
み
通
っ

た
眼
差
し
は
、
自
然
と
の
調

和
、
古
民
家
の
持
つ
落
ち
着

き
あ
る
雰
囲
気
を
、
な
お
現

代
に
活
か
し
て
い
る
。
そ
れ

は
、
地
元
の
職
人
た
ち
の
協

力
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
で
造

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い

い
、
そ
の
人
た
ち
の
情
感
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。

以
来
20
年
が
経
て
い
る

が
、
若
者
が
研
修
と
し
て
ス

タ
ッ
フ
や
運
営
に
も
参
画

し
、
時
代
を
先
取
り
し
て
展

開
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
は
千

葉
の
田
舎
で
は
あ
る
が
、
東

京
は
じ
め
海
外
か
ら
の
訪
問

者
や
企
業
も
関
係
し
、
先
進

性
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
背
景
に
は
、
エ
バ
レ
ッ

ト
・
ブ
ラ
ウ
ン
と
中
島
デ
コ

の
二
人
の
外
部
発
信
力
が
エ

フ
ェ
ク
ト
し
て
い
る
。

筆
者
は
、
二
人
の
活
動
の

様
子
を
、
千
葉
大
学
の
学
生

に
も
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

担
当
し
て
い
た
一
般
教
養
科

目
の
「
地
域
活
性
化
シ
ス
テ

ム
論
」
で
、『
食
と
農
、
そ

し
て
健
康
』
と
し
て
講
義
し

て
頂
い
た
。
２
０
１
０
年
１

１
月
の
こ
と
で
あ
る
。

▼
エ
バ
レ
ッ
ト
の
挑
戦

エ
バ
レ
ッ
ト
・
ケ
ネ
デ

ィ
・
ブ
ラ
ウ
ン
は
、
ペ
リ
ー

の
日
本
遠
征
時
に
同
行
し
た

写
真
家
エ
リ
フ
ァ
レ
ッ
ト
・

ブ
ラ
ウ
ン
・
ジ
ュ
ニ
ア
（
１

８
１
８
～
１
８
８
６
）
の
末

裔
で
あ
る
と
い
う
。
彼
は
、

フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と

し
て
の
肩
書
で
、
日
本
国
内

の
動
向
を
、
海
外
に
伝
え
る

通
信
社
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
日
本
支
社

長
＆
写
真
記
者
で
あ
っ
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
Ｊ
Ｒ
外

房
線
の
電
車
で
一
緒
に
な
っ

た
。
横
浜
で
の
展
示
会
に
行

く
と
い
う
。
そ
れ
は
２
０
１

１
年
の
東
日
本
大
震
災
を
取

材
し
た
作
品
の
展
示
で
あ
っ

た
。エ

バ
レ
ッ
ト
の
写
真
に

は
、
編
集
工
学
を
提
唱
し
て

出
版
事
業
を
し
て
い
る
松
岡

正
剛
氏
も
共
鳴
し
た
。
京
都

の
国
際
会
議
で
の
カ
メ
ラ
マ

ン
に
惚
れ
た
の
だ
っ
た
。
そ

の
結
果
、
日
本
文
化
を
二
人

が
語
る
本
と
し
て
『
日
本

力
』
が
完
成
し
た
。
同
書

い
う
見
出
し
が
あ
る
。

松
岡
が
指
摘
す
る
。「
職

人
の
道
具
に
は
た
く
さ
ん
の

種
類
が
あ
る
。」
し
か
も
、

「
そ
の
道
具
は
職
人
が
た
い

て
い
自
分
で
つ
く
っ
て
い

る
。」エ

バ
レ
ッ
ト
が
応
え
る
。

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
す
べ
て

が
代
用
で
き
る
ん
で
し
ょ
う

か
。」そし

て
、
エ
バ
レ
ッ
ト
が

挑
戦
し
て
い
る
の
が
、「
グ

ラ
ス
・
プ
レ
ー
ト
・
ネ
ガ

（
ガ
ラ
ス
の
湿
板
）
を
自
分

で
作
っ
て
写
真
を
撮
る
こ

と
。」
し
か
も
、
写
真
を
和

紙
に
プ
リ
ン
ト
す
る
こ
と
。

安
っ
ぽ
く
な
っ
た
デ
ジ
タ
ル

写
真
の
価
値
を
、
写
真
の
原

点
に
戻
す
こ
と
。

そ
れ
は
、
陶
芸
家
が
焼
き

も
の
を
つ
く
る
の
と
同
じ
。

土
、
釉
薬
（
う
わ
ぐ
す
り
）、

温
度
、
湿
度
な
ど
が
作
品
を

つ
く
る
。
こ
う
し
て
見
出
し

た
の
が
「
湿
板
写
真
」。
薬

品
の
新
旧
、
湿
度
、
季
節
や

太
陽
の
具
合
、
つ
ま
り
は
材

料
と
自
然
の
対
話
に
よ
っ
て

作
品
が
で
き
る
。
自
然
の

「
空
気
」
が
作
品
を
つ
く

り
、
一
枚
一
枚
の
世
界
と
な

る
。
こ
の
方
法
で
、
松
岡
正

剛
を
撮
り
現
像
さ
れ
た
写
真

が
、『
日
本
力
』
の
表
紙
を

０
０
０
年
に
オ

ー
プ
ン
し
た
農

園
カ
フ
ェ
＆
宿

泊
施
設
、
そ
し

て
ア
グ
リ
カ
ル

チ
ャ
ー
ス
ク
ー

ル
で
も
あ
る
。　

飾
っ
て
い
る
。

▼
日
本
の
伝
統
を

　
撮
り
残
し
伝
え
る

湿
板
撮
影
が
発
展
し
て
い

る
。
２
０
１
７
年
６
月
、
東

京
の
南
青
山
の
ス
パ
イ
ラ
ル

ホ
ー
ル
で
、
エ
バ
レ
ッ
ト
の

写
真
展
示
が
開
催
さ
れ
た
。

〝JAPANESE SAMURAI FASH

ION

〟
で
あ
る
。
同
書
の
緒

言
は
、
彬
子
女
王
が
著
わ
し

て
い
る
。
そ
の
冒
頭
に
「
野

馬
追
の
魅
力
は
、「
本
物
の

侍
が
祭
に
参
加
し
て
い
る
こ

と
」
に
あ
る
と
指
摘
す
る
。

「
相
馬
の
騎
馬
武
士
た
ち

は
、
お
祭
り
が
な
く
で
も
、

い
つ
も
相
馬
の
こ
と
を
、
殿

の
こ
と
を
思
っ
て
い
る
。」

成
る
程
、
な
る
ほ
ど
、
で
あ

る
。エ

バ
レ
ッ
ト
は
、
そ
ん
な

侍
、
そ
し
て
殿
を
、
湿
板
撮

影
で
写
真
に
収
め
た
。
44
名

の
写
真
は
、
は
じ
め
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
展
示
さ
れ
た
と
い

う
。
そ
れ
が
好
評
で
、
ス
パ

イ
ラ
ル
ホ
ー
ル
で
展
示
に
な

っ
た
と
い
う
。
そ
れ
は
、
日

本
文
化
の
逆
輸
入
で
あ
る
。

エ
バ
レ
ッ
ト
の
そ
の
他
の

作
品
は
、
彼
の
Ｈ
Ｐ
で
み
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
を

通
じ
て
、
日
本
文
化
の
深
淵

さ
を
引
き
出
す
写
真
技
法
と

し
て
は
、
彼
が
呼
び
起
こ
し

獲
得
し
た
「
湿
板
撮
影
」
こ

そ
が
適
合
し
て
い
る
こ
と

を
、
理
解
さ
せ
ら
れ
る
。
も

は
や
、
エ
バ
レ
ッ
ト
は
、
す

っ
か
り
日
本
人
の
生
き
方
や

気
配
を
吸
い
取
り
、
咀
嚼

し
、
昇
華
し
、
表
現
し
て
い

る
。
す
る
と
、
エ
バ
レ
ッ

ト
・
ケ
ネ
デ
ィ
・
ブ
ラ
ウ
ン

こ
そ
が
、
本
物
の
侍
（
さ
む

ら
い
、
Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｉ
）

に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
も
気

付
く
。
そ
れ
は
、
命
を
懸
け

て
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
通
し
て

日
本
人
と
日
本
を
永
遠
に
残

す
仕
事
を
し
て
い
る
。
信
念

と
も
思
え
る
挑
戦
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
２
０
２
０
年

に
お
い
て
も
、
エ
バ
レ
ッ
ト

は
、
日
本
人
に
は
気
づ
か
な

い
ガ
イ
ジ
ン
と
し
て
の
感
性

か
ら
、
日
本
の
伝
統
と
歴
史

を
表
現
す
る
仕
事
の
旅
路
に

つ
き
、
成
果
と
共
感
を
世
界

に
発
信
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
い
ま
は
根
城
を
京
都
に

置
き
活
動
し
て
い
る
。
現
況

は
つ
ぎ
の
Ｈ
Ｐ
で
知
る
こ
と

が
で
き
る
。

①
日
本
の
〝
農
的
な
暮
ら
し

〟
を
体
験
し
て
欲
し
い

https://shun-gate.com
/

curator/curator_10.
htm

l

②
エ
ベ
レ
ッ
ト
ケ
ネ
デ
ィ
ブ

ラ
ウ
ン
の
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
や

執
筆

：

https://www.everettke
nnedybrown.kyoto/

③
書
籍
出
版

https://www.everettke
nnedybrown.kyoto/bo
oks④

と
く
に
写
真
作
品
は
、
以

下
の
Ｈ
Ｐ
の
「
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｗ
Ｏ

Ｒ
Ｋ
」
で
観
察
す
る
こ
と
が

出
来
る
。

https://www.everettke
nnedybrown.kyoto/

⑤
オ
ー
プ
ン
・
マ
イ
ン
ド
・

オ
ブ
・
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ

ー
ン in USA 

―
日
米
基
層

文
化
の
邂
逅

https://hearn2019.yak
um

okai.org/ja/everett-
brown

は
、
松
岡
正

剛
と
エ
バ
レ

ッ
ト
・
ブ
ラ

ウ
ン
の
共
著

で
、
二
人
の

対
話
で
構
成

さ

れ

て

い

る
。
そ
の
中

に
「
パ
ソ
コ

ン
で
は
追
い

か
け
ら
れ
な

い
感
覚
」
と

エバレット・ブラウン氏

『日本力』の表紙湿板撮影による松岡正剛氏


